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1 は じ め に
総合 日 本語 コ ー ス は， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の た め に ， 2004 年 10 月 に 新設 し た 日 本語 プ ロ グ
ラ ム で あ る 。 富 山 大学 の 外 国人留学生全体 の 中 で， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の 占 め る 割合 は 低 い た
め， 本 コ ー ス の 授業科 目 は L 、 ず れ も 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と の 合 同 授業 と し て 開講 し て い る 。 2005
年 9 月 に ， 初 め て 本 コ ー ス の 修了生を送 り 出 し ， 2008 年 10 月 に 5 期 目 の 学生 を迎え た。
以下， 2008 年度秋期 (2008 年 10 月 - 2009 年 3 月 ) 及 び春期 (2009 年 4 月 - 9 月 ) の 総合 日 本語 コ ー
ス の 実施状況 に つ い て 報告す る 。
2 受講学生
12008 年度富 山 大学 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム 」 に 参加 し た 学生 は 2 人 で， 2 人 と も が
総合 日 本語 コ ー ス を受講 し た 。 2 人 の 出 身 国 は ア メ リ カ 合衆国 と ロ シ ア で， い ず れ も 所属 は人文学部で
あ る 。 な お ， 2006 年 10 月 よ り ， 本学 と の 学術交流協定 に 基づ く 短期留学生 も 総合 日 本語 コ ー ス に参加
可能 と な っ た が， 短期留学生 の 受講状況等 に つ い て は 別 に 報告す る 。 (1短期留学生報告」 参照)
総合 日 本語 コ ー ス の 授業科 目 と し て ， 2008 年度 は 秋期 と 春期， 各期 9 科 目 を提供 し た 。 総合 日 本語 コ ー
ス の 授業科 目 は必修科 目 で は な い が， 本学の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム の 修 了要件 の ーっ
と し て ， 学部や教養教育の 授業科 目 及 び総合 日 本語 コ ー ス の 授業科 目 の 中 か ら 各期 8 科 目 以上 の 履修 が
義務づ け ら れ て い る O
2008 年度 の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の 総合 日 本語 コ ー ス の 受講状況 は， 1 人 は 1 1 科 目 (秋期 5 ，
春期 6 ) ， も う I 人 は 5 科 目 (秋期 3 ， 春期 2 ) 受講 し た。
3 担当者
秋期， 春期 と も に ， 1 人 の セ ン タ ー 専任教員 (漬 田 美和) ， 及 び， 7 人 の 謝金講師 (遠藤祥子? 高 畠 智美，
中河和子， 深川美帆 (秋期 の み) ， 藤 田 佐和子， 松 岡裕見子， 要門美規 (春期 の み) ) が授業 を 担 当 し た 。
い ず れ の 期 も ， セ ン タ ー 専任教員 (漬 由美和) が コ ー デ ィ ネ ー ト を行 っ た 。
4 スケジ.ユール
秋期 は， 2008 年 10 月 14 日 (火) - 2009 年 2 月 13 日 (金) を授業期間 と し た。 12 月 24 日 (水) -
1 月 2 日 (金) は冬季休業， 1 月 16 日 (金) は大学入試セ ン タ ー試験準備 日 の た め ， 休講 と し た 。 ま た ，
曜 日 調整 の た め， 1 1 月 4 日 (火) と 1 月 15 日 (木) は 月 曜 日 の 授業 を 行 っ た 。
春期 は ， 2009 年 4 月 10 日 (金) - 7 月 30 日 (木) を授業期間 と し た 。 曜 日 調整 の た め ， 5 月 1 日 (金)
は 水 曜 日 ， 7 月 23 日 (木) は月 曜 日 の 授業 を 行 っ た。
学期 ご と に ， コ ー デ ィ ネ ー タ ー が オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を行 っ た 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 実施 日 は， 秋
期 は 2008 年 10 月 8 日 (水) ， 春期 は 2009 年 4 月 7 日 (火) で あ る 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で は， 学生 に
各授業科 目 の 目 的， 理解達成 目 標， 授業計画等を 掲載 し た 授業概要 の 冊子 (授業概要 は留学生セ ン タ ー
ホ ー ム ペ ー ジ 上 に も 掲載， Web 版 は 日 本語， 英語， 中 国語 の 3 言語 で の 閲 覧 が可能) を 渡 し ， コ ー ス
の 内容， 各授業科 目 の 詳細 に つ い て 説 明 を 行 っ た。 春期の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で は ， 履修 の 際の 参考 と
な る よ う ， 秋期 の 学業成績通知書を 学生 に 渡 し て い る 。 履修登録 は， 授業開始後 1 週間以 内 に 行 い ， 履
修登録 を 行 っ た 授業科 目 に つ い て 学期終了 時 に 成績 を 出 す シ ス テ ム と し て い る 。
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5 授業内容
総合 日 本語 コ ー ス は ， 上級 レ ベ ル の 日 本語課外補講 の 授業 と 合 同 で授業 を行 っ て い る が， 日 本語課外
補講 は成績評価 が必要 で な い た め， 授業科 目 に よ っ て は必要 に 応 じ ， 総合 日 本語 コ ー ス の 受講者だ け に
別課題や試験 を課す な ど の 方法を取 っ て い る 。 科 目 別 の 授業概要 は 表 1 の 通 り で あ る 。
表1 総合 日 本語 コ ー ス 授業概要 (2008 年 1 0 月 � 2009 年 9 月 )
読解 I
(火曜 4 限)
読解 E
(秋期 : 水 曜 3 限， I 
春期 : 水 曜 2 限)
文法
(水曜 l 限)
作文
(秋期 : 火曜 2 限， I 
春期 : 火曜 3 限)
聴解
(秋期 : 金曜 1 限，
春期 : 木曜 3 限)
会話
(秋期 : 火曜 3 限， I 
春期 : 火曜 日艮)
漢字
(秋期 : 木曜 3 限， I 
春期 : 月 曜 3 限)
表現技術
(月 曜 2 限)
日 本文化
(秋期 : 水曜 4 限，
春期 : 水曜 3 限)
藤 田
遠藤
遠藤
松 岡
深川
(秋期)
要門
(春期)
松 岡
両 畠
漬 田
中 河
日 本人 向 け に 書か れ た 文章 の 読解 を 通 し て ， 大学で の 学習 や研究 に 必
要 と さ れ る 実践的 な 日 本語読解能力 を 身 に つ け る 。 主教材 と し て 『生
き た 素材 で学ぶ 中級か ら 上級へ の 日 本語JI (The Japan Times) を 使
用 し ， 秋期 は 奇数 ユ ニ ッ ト ， 春期 は偶数 ユ ニ ッ ト を 学ぶ。 こ の 他， 適
宜 テ ー マ に 合 っ た 生教材 も 取 り 入れ， 中上級の 表現， 文法， 語葉 を 習
得す る 。
大学生活 で 出 会 う 様 々 な テ キ ス ト タ イ プ の 読 み 物 を 扱 い ， そ れ ぞ れ の
タ イ プ の 読 み 物 の 特徴 と な る 基本 的 な 構造， 文体等 を 把握 し ， そ れ に
慣 れ る 手 だ て を 見つ け る 。 特 に 留学生 に と っ て 必 要 な 専 門書， 論文，
教養書 を 読 み 解 く 技能 を 多面 的 に 養 う と と も に ， ブ ッ ク レ ポ ー ト の 際
の 基本的技術を マ ス タ ー す る 。
大学で の 学習， 研究生活 に 必要 な 上級 レ ベ ル の 文法 ・ 表現 (時を表す
表現， 接続表現， 文末表現な ど) を， 実践的 な 演習 を通 し て ， 習得す る 。
日 本語能力試験 l 級受験対策 も あ わ せ て 行 う 。
論理 的 な 文章を 書 く た め に 必要 な 構成， 表現， 文法 の 基本 を 学 び， 学
習 し た 項 目 を 用 い て ま と ま っ た 文章 を 書 く こ と で， レ ポ ー ト や論文 を
書 く 力 を つ け る 。 文章 を書 く 練習 は コ ン ピ ュ ー タ を使 っ て 行 い ， ワ ー
プ ロ 文書で の レ ポ ー ト 作成方法 も 同時 に 学ぶ。
大学で講義 を 聞 い た り ， 演習 や研究会 に 参加 し た り す る 際 に 必要 な 聴
解力や， 日 常生活 に 必要 な 聴解力 を 身 に つ け る た め に ， 様 々 な 種類 の
聴解練習 を 行 う 。 日 本語 の 聴解教材 と あ わ せ て ， テ レ ビ や ラ ジ オ ， イ
ン タ ー ネ ッ ト な ど， 様 々 な メ デ ィ ア を 用 い た 練習 を 行 う 。
ロ ー ル プ レ イ 等 で の 会話練習 を 通 し て ， 大学生活や 日 常生活 で 出 会 う
場面や状況 で の 会話力 を 伸 ばす。 ま た ， 人や物， こ と が ら な ど様 々 な
題材 に つ い て 日 本語で的確に説明す る 力 を養 う 。
日 常生活や大学 の 講義で用 い ら れ て い る 漢字 の 意 味 を 理解 し ， 正 し く
読み， 使 う 力 を 身 に つ け る 。 学生一人一人 の レ ベ ル に 応 じ た テ キ ス ト
cr漢字 1000PLUS INTERMEDIATE KANJI BOOKJI Vol. 1 ，  Vol . 
2 C凡人社) 等) を 用 い， 大学で の 学習， 研究生活 に 必要 な 漢字 を 習
得す る 。
目 上 の 人 や初対面 の 人 と や り と り す る ， あ る い は ， 不特定多 数 の 人 に
対 し て 情報発信す る 際 に 必要 と な る ， フ ォ ー マ ル な 場 で用 い ら れ る 日
本語 の 表現， 日 常 的 ・ 実用 的 な 文章 の 書 き 方， 日 本語 で の 口 頭発表の
ス キ ル を習得す る 。
留 学生 と し て 日 本社会 を 分析す る 試 み (情報 の 読 み と り ， 整 理 な ど)
を TV 番組， 新聞 ・ 雑誌記事， 自 治体広報 な ど の 様 々 な メ デ ィ ア を 用
い て す る 。 日 本社会 を 読 む解 く た め の 身 の 回 り の リ ソ ー ス を 活用 す る
手 だ て を与え， そ こ か ら 得 た も の を 日 本語で発信す る 力 を養成す る 。
ヰ 1 限 8 :45 � 10 : 1 5， 2 限 10 :30 � 12 :00， 3 限 13:00 � 14 :30， 4 限 14 :45 � 16 : 15  
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い ず れ の 科 目 も 秋期 と 春期 で 同ー の 授業概要 ( 目 的) と な っ て い る が， 秋期 に 履修 し た 科 目 を春期 に
続 け て 履修 で き る よ う に ， 授業で取 り 上 げ る ト ピ ッ ク や タ ス ク の 内容 は 期 ご と に 変 え て い る 。
な お ， 学生 に よ る 授業評価 ア ン ケ ー ト は ， 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と ま と め て 実施 し た 。 授業評価
ア ン ケ ー ト の 結果 に つ い て は， 日 本語課外補講報告 の 7 授業評価 を参照 い た だ き た い。
6 成績評価
成績評価 の 方法 に つ い て は ， 成績評価 の 基準 を 授業概要 に 明記す る と と も に ， オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で
も 説 明 し て い る 。 こ の 基 準 を も と に 授業担 当 者 が， 優 (80 点 - 100 点 ) ， 良 (70 点 - 79 点 ) ， 可 (60
点 - 69 点) ， 不可 (59 点 以 下) で判定 を 行 う が， 総合 日 本語 コ ー ス の 授業科 目 に つ い て は 単位が 出 な
い こ と に な っ て い る 。 学生へ の 成績の通知は， 9 月 の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム の 修 了 時
に ， 成績 を記 し た 履修証明書の 発行を留学生 セ ン タ ー長名 で行 っ て い る 。
7 学生か ら の評価
前述 の 通 り ， 各授業科 目 に 関 す る 授業評価 ア ン ケ ー ト は 日 本語諜外補講 と ま と め て 実施 し ， こ れ以外
に ， 総合 日 本語 コ ー ス 全体 に つ い て は イ ン タ ビ、 ュ ー 調査 (実施 日 : 2009 年 7 月 28 日 (火) ， 30 日 (木) ，
調査対象 : 2008 年度 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 ( 2 人) ) を行 っ た。 こ の 結果 を 表 2 に 示す。
表2 総合 日 本語 コ ー ス ( 日 本語 ・日 本文化研修留学生) イン タビュー調査結果
1 . 総合 日 本語 コ ー ス : I ・ 前期 に は専 門 と 重 な っ た 科 目 が L 、 く つ か あ っ た の が残念 だ っ た が， 留
科 目 に つ い て | 学生 の 専門 は い ろ い ろ な の で仕方が な い と 思 う 。 日 本語 の 授業で， 敬
語 で デ ィ ス カ ッ シ ョ ン す る 場が ほ し か っ た 。 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン そ の も
の は で き る が， 敬語や丁寧語が難 し い。 日 本企業 に 就職す る 場合 に こ
の 力 が必要 だ と 思 う 。
・ 個人 的 な 希望を言え ば， も っ と あ っ た ほ う が L 、 ぃ。 漢字の 授業 は も っ
と 頻繁 に あ っ た ほ う が習得 し や す い と 思 う 。 一度 だ と 覚え る 漢字 の 量
が多 く ， 教師の 指導 の 時聞が少 な い と 思 う 。 た だ， 富 山大学は留学生
の 数が少 な い か ら ， 科 目 数 に つ い て は仕方 が な い と も 思 う 。
2 . 総合 日 本語 コ ー ス : I ・ ど う し て も 分か ら な い言葉が 出 て く る 授業 も あ っ た が， 授業中電子辞
レ ベ ル に つ い て | 書で調 べ な が ら 対応す れ ば 問題な か っ た 。
・ つ い て い く の が難 し い の も あ っ た (漢字， 読解 II ， 日 本文化) し ， そ
う で な い も の (読解 1 ) も ， ち ょ う ど よ か っ た も の (作文) も あ っ た 。
3 . 自 身 の 日 本語力 に い 順調 に 話せ る よ う に な っ た し ， 話す ス ピ ー ド も 速 く な っ た 。 周 り に ネ
つ い て | イ テ ィ プ の 日 本人が多 く い る と い う 環境が一番良か っ た と 思 う 。 日 本
語能力試験 2 級や 1 級 の 文法 も 前 よ り 使え る よ う に な っ た が， 新 し い
文法を 誰か に 教 え て も ら う 機会 は な か っ た 。 前 に 知 っ て い た 文法で も
実 際 に 使 う 機会が な い も の も あ っ た 。 漢字 は， 書 き ， 読 み と も に 良 く
な っ た 。 専 門 の 授業で も い ろ い ろ な 専門用語を覚え る こ と が で き た0
・ 伸 び た と 思 う 。 特 に 読む力 がつ い た。 毎 日 漢字 を 見 て い た の で， 漢字
を読む力 がつ い た。 そ し て ， 日 本人 の 友達 と 会話す る と き ， 自 分 自 身
が び っ く り す る ほ ど速 く ス ム ー ズ に 自 然 に 話せ る よ う に な っ た。
4 . 富 山 で の 留学生活 に | ・ 最初 は 日 本 が好 き で や っ て 来 て ， 実 際 に 来 て み た ら い ろ い ろ な 問 題
つ い て | も あ っ た が， 次第 に そ れ ら に も 慣れ， 今で は う ま く 対応で き る よ う に
な っ た。 留学中 に ， 日 本語 の 能力 の 向上だ け で は な く ， 文化へ の 適応
力 も 身 に つ け る こ と が で き た の で， 次 に 日 本で勉強す る 機会 が あ っ た
ら ， 今度 は も っ と う ま く い く と 思 う 。 日 本 に 来 て 一番つ ら か っ た こ と
は， 自 転車で何度か転ん だが， そ の と き に 周 り の 人 た ち が手 を 貸 し て
く れ な か っ た こ と 。 一度 だ け 助 け て く れ た 人が い て ， そ の と き は と て
も う れ し か っ た。 日 本人 の 友人 も 少 な い が， 信頼で き る い い 関係 の 友
人 が で き た 。 将来で き れ ば 日 本 の 大学院で勉強 し た L 、。
- 49 -
- 冬 は 暗 く て 外 に 出 ら れ な い か ら ， 友達が作 り に く か っ た。 秋期 の ほ う
が き っ か っ た 。 春期 に 入 っ た ら 友達 も で き た し ， 毎 日 遊ん だ り す る こ
と が で き た。 本 当 に い い人 た ち に 出 会え た。 ボ ラ ン テ ィ ア を す る 機会
も あ っ た 。 翻訳な ど の ボ ラ ン テ ィ ア を し た 。 チ ャ リ テ ィ ー シ ョ ー に も
出 て ， ス テ ー ジ で歌 っ た 。 テ レ ビ に も 出 た し ， 新聞 に も 載 っ た。 普通
こ こ に 住ん で い る 人で も な か な か体験で き な い こ と を 体験で き た。 富
山 の よ う な 地方都市だ か ら こ そ で き た 経験 だ と 思 う 。 富 山 で は， 必要
な も の は 何で も そ ろ う し ， 行 き た い と こ ろ に は 自 転車で ほ と ん ど行 け
る し ， 魚や野菜 も 美味 し く ， と て も い い と こ ろ だ と 思 う 。
ま ず， コ ー ス の 日 本語 の 科 目 に つ い て は ， 専 門 の 授業 と の 時間 的 な 重 な り で受講 し た い 科 目 が取 れ な
か っ た と い う コ メ ン ト や， 科 目 数が も っ と あ っ た ほ う が よ い と い う コ メ ン ト が あ っ た が， レ ベ ル に つ い
て は 適 当 だ っ た よ う で あ る 。 次 に ， 自 分 自 身 の 日 本語力 の 伸 び に つ い て は， 話す ・ 聞 く 力 と ， 漢字 ・ 語
葉力 を 中心 に 日 本語力 の 伸 び を 実感 し て い る こ と が わ か る 。 最後 に ， 富 山 で、 の 留学生活 に つ い て は， 来
日 当 初 は 辛 い 思 い も し た よ う で あ る が， 2 人 と も 良 い友人がで き ， 日 本や富 山 で の 留学生活 に と て も 満
足 し て い る 様子が窺え た 。
8 おわ り に
2008 年度秋期， 春期 は カ リ キ ュ ラ ム 等 に 変更 は な く ， こ れ ま で と 同 様 の 科 目 数 で 開講す る こ と が で
き た 。 総合 日 本語 コ ー ス の 各科 目 に お け る 授業 内容 は か な り 整 っ て き て い る が， 今後 さ ら に 充実 さ せ る
た め に は， 授業担当者間 の 情報 の 共有 を 進 め ， 可能で あ れ ば， 共 同 で教材開発を行 う な ど の 取 り 組 み が
考 え ら れ る 。 時間 的 な 余裕 が な く 実現 が な か な か難 し い が， 少 し ずつ検討を重ね， 改善 に 向 け て の 準備
を 進 め た い と 考 え て い る 。
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